
合肥＆上海 

中国エレクトロニクス工場視察ツアー 
～積極投資に湧く“合肥”とセミコン・チャイナ２０１２～ 

半導体産業新聞 
http://www.semicon-news.co.jp/ 

２０１２年３月２６日（月）提出 

P.01 

視察報告書（一部抜粋） 

事業開発部 担当：小峯 



ツアー内容 

P.03 

■合肥＆上海 中国エレクトロニクス工場視察ツアー 
 
■日程 
３/２０（火） 成田空港→上海浦東空港→上海新博覧センター （セミコン・チャイナ視察） 
３/２１（水） 上海虹橋駅→合肥駅（新幹線で約３．５ｈ） ： 合肥市開発区内視察               
３/２２（木） 合肥駅→上海虹橋駅  ： 黒政支局長によるミニセミナー 
３/２３（金） 上海浦東空港→成田空港 
 
■訪問先 
①ＢＯＥ：液晶パネル６世代工場／８．５世代工場予定地 
②彩虹藍光（エピライト）：ＬＥＤウエハー・チップ工場 
③合肥新駅総合開発試験区：合肥市の紹介と、開発区の投資案内 
④セミコン・チャイナ２０１２  
 
■ミニセミナー 
黒政上海支局長による、中国の液晶・ＬＥＤ・太陽電池産業の最新市場動向について。※別紙資料 
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サムスンは出展していなかった。 

ＬＧもＦＰＤではなく、製造装置での
出展だった。 
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視察先 ① ＢＯＥ（６世代） / 2012年3月21日 
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■ＢＯＥ（京東方光電） 
 
 ＢＯＥは２０１０年６月、合肥に中国最初のＧ６パネル
工場を立ち上げ、１０月からＴＶ用パネルの量産を始め
た。月産能力は９万枚だが、今年の１月に月産１０万
枚を達成した実績もある。現在の稼働率は９０％以上。 
 
 従業員数は４４００人～４５００人で、そのうち１０名
ほどが韓国や台湾からの海外エンジニアということだ。 

▼ＢＯＥ（６世代）工場全景 
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Ｇ４.５（成都）→ 

Ｇ５（北京）→ 

Ｇ６（合肥）→ 

Ｇ８.５（北京）→ 

Ｇ１０（？）→ 

←もうひとつのＧ８.５
を合肥で建設中 

 バックライトのＬＥＤ供給メーカーは２社
で、１社はＢＯＥの関連会社。 
 
 ガラス基板の調達先は主に外国企業
（コーニング、旭硝子）で、ＩＲＩＣＯからも
調達はしているがメインではない。 
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▼ＢＯＥのＧ８.５工場建設予定地周辺 
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 Ｇ８.５工場を建設中だが、中央政府からの認可

が下りていない段階なので、建設状況や稼働時期

などの明言は避けられた。 

 しかし実際には１２年４～６月に製造装置の入

札を行い、１３年４～６月に装置搬入から量産立

ち上げに入る予定。 

▼合肥新駅総合開発試験区（一部） 

合肥新駅 
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▼エピ工場棟 
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■彩虹藍光（上海エピライト＝上海藍光科技有限公司） 
        ※２００７年にＩＲＩＣＯ（彩虹）グループが出資、筆頭株主となった。 
 
 ＬＣＤガラス基板製造の中国大手メーカーＩＲＩＣＯ（イリコ、彩虹）グループ傘下のＬＥＤエピ・
チップメーカー。総投資額は１００億元（１２５０億円）、敷地面積は３３万㎡。 
  
 サファイア基板は外部調達しており、パッケージメーカーに納入したＬＥＤチップは、携帯電
話のバックライトや照明などに使われている。 
 現在はエピ工場が２棟、チップ工場が１棟ある。ＭＯＣＶＤ（Ｖｅｅｃｏ社製）は１工場に５０
台の導入が可能。現在は、各棟に２５台ずつ導入されている。 
 全５０台のうち、青緑ＬＥＤ用が４５台、赤黄ＬＥＤ用は５台。 
 
 中国で２インチが主流なのは、コスト面（４インチは１枚５０ドル、２インチは同７ドル）が１つ
の理由になっている。見学時には技術面の遅れが理由になっているとは明言されなかったが、
中国の他のＬＥＤ工場と同様に、実際は４インチのウエハーを使って量産する技術がまだ確
立されていない面もある。中国で６インチのウエハーを採用しているメーカーは全くいない。 
 
＜処理能力＞ 
◇４インチは４０枚／１バッチ：膜厚は１３０μｍ   ※中国では４インチは少ない 
◇２インチは４５枚／１バッチ：膜厚は４００μｍ   ※彩虹藍光の主流も２インチ。 
 
※ＭＯＣＶＤ装置は１台２億円ほどするが、政府から７割の補助金が出るため巨額の投資が
可能となる。 

←向かい側にある工場建設予定地。 
市況を見ながらなので時期は未定だが、ＭＯＣＶＤ装置を最終的に３００台導入する計
画がある（既導入の５０台を含む。３００台到達はおよそ２０１５～２０２０年の頃になる
と思われる）。 
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▼チップ工場棟 

◇エッチング：ドライエッチングで、中国メーカー「北方微電子」の装置を使用。 
        海外製と同レベルのスペックだそう。 
 
◇ＩＴＯ成膜：膜厚は１８００～２４００Å。ＩＴＯ膜をつけることで発光効率を上げる。 
        Ｎ２は再回収していない。 
 
◇電極膜：年間３０ｋｇの金を消費している。２μm厚になるのに３～４時間かかる。 
       膜になるのは２％で、９８％が再回収される。 

テープを貼られたエピ基板を薄化     →     レーザースクライビング     →     切り分けた一つ一つを検査 

「ＨＡＮ‘Ｓ ＬＡＳＥＲ」という

中国メーカーの装置を使用。

１台の値段はＤＩＳＣＯの装置

の半分とのこと。 

４００μmを９０μmまで薄くす

る。 

「ＧＡＬＡＸＹ」と書かれた装置

があった。 

機械的に選別して、発光特

性ごとに分別。光りさえすれ

ば用途はあるので、破棄処

分になるチップは３％程度。 
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▼新幹線「和階号」  

※“格差解消“という意味が込められている 

■合肥経済技術開発区 
 
 合肥市は、上海から西に４０４ｋｍの場所に位置する人口８００万人の都市。 
 上海から新幹線では約３.５時間。 
 ２０１０年の合肥市のＧＤＰは２７０２,５億元、工業生産総額は３７６８,９億元であった。 
 ２０１５年までに地下鉄１号線を敷設する予定で、３号線までの計画がある。 
  
 液晶パネルやＰＤＰパネル、太陽電池、液晶パネル用ガラス基板や拡散フィルム工場など
が稼働している。太陽電池用保護ガラス工場などが稼働開始の予定。 
 
＜開発区に進出している主な企業＞ 
◇ＢＯＥ ＴＦＴ‐ＬＣＤ６世代・・・・・・・・・・・・総投資額１７５億元。量産中。 
◇鑫晟ＴＦＴ‐ＬＣＤ８.５世代・・・・・・・・・・・総投資額２８０億元。計画準備中。 
◇鑫吴ＰＤＰディスプレー ・・・・・・・・・・・・・・総投資額２０億元。量産中。 
◇ＩＲＩＣＯ 液晶ガラス基板 ・・・・・・・・・・・・総投資額１２５億元。量産中。 
◇ＩＲＩＣＯ ＬＥＤ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・総投資額９７億元。量産中。 
◇海潤ソーラー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・総投資額８０億元。量産中。 
◇ＬＵＣＫＹ 光学フィルム・・・・・・・・・・・・・・総投資額１５億元。量産中。 
◇ＩＲＩＣＯ 太陽電池用保護ガラス・・・・・・・総投資額２８億元。工場建設中。 

 新幹線開通で上海から日帰りも可能になるな
ど、交通アクセスの利便性の向上により、合肥開
発区はこの５年で最も成長速度の速い開発区と
されている。上海から蘇州、無錫、常州、南京、
合肥と工業都市が新幹線でつぎつぎと結ばれ、
今後は武漢、成都まで延伸していく予定である。 
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黒政支局長によるミニセミナー/2012年3月22日 

出典：産業タイムズ社上海支局 
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■中国の液晶・ＬＥＤ・太陽電池の最新市場動向 ※別紙資料   
▼黒政支局長による中国セミナーは日本でも開催。

詳しくは弊社ＨＰへ。 
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■液晶 
 ２０１２年度の中国液晶ＴＶ市場は４０００万台で、２０１５年には４９６０
万台と予想されている。中国では２０１５年にデジタル放送への切り替え
が完了するので、今年は工場新設を決断する最終局面である。 
 

■ＬＥＤ 
 ＬＥＤの用途の半分以上は液晶バックライト用。高輝度・高性能化でＴＶ
１台あたりの使用量が減り、成長は鈍化している。しかし、世界的な白熱
電球からＬＥＤ電球への切り替えにともない、照明用の需要が加速する。 
 中国のサファイア基板メーカーは藍晶、四聯藍宝石科技、ＧＣＬなどで、
ＳｉＣウエハーはタンケブルーが唯一。中国国内のエピ・チップメーカーは５０
社、パッケージは１０００社、モジュールは３０００社と言われている。 
 

■太陽電池 
 今回訪問できなかった海潤（ハレオン）ソーラーは、２０１１年末に能力５
００ＭＷのセル工場を合肥にて完成させた。もともと太陽電池用のシリコ
ンインゴット、ウエハーメーカーであったが、垂直統合し、セル、モジュールに
も参入した。 
 中国はこれまで生産量は世界一であったが、国内導入量は低かった。 
 しかし２０１１年の導入量は日本を抜き、２ＧＷとなった。 

中国政府発表による７.５％という成長目
標は、鈍化ではなく、無謀な投資を控え、
沿海部と内陸部の格差をなくす狙いがあ
ると見ている。「和階号」の名前の通り成
長が続けば、２０２５年には中国は世界
最大の経済大国となるだろう。 


